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                            複数施設研究用 

 

乳癌におけるがん関連遺伝子およびがん免疫微小環境に関する研究 

 

１．研究の対象 

1) 2002年 3月 1日から 2022年 12月 31日の間に名古屋大学医学部附属病院で乳癌の手

術を受けられた 20歳以上の患者さん 

2) 実施承認日～2027年 3月 31日に名古屋大学医学部附属病院または研究協力機関を受

診し、乳汁分泌を認めた、または嚢胞内溶液の穿刺吸引細胞診を受けられた 20歳以上

の患者さん 

3) 「乳癌における RFX1,DERL3, RASEF遺伝子発現の臨床的意義に関する研究」または、

「乳癌における癌関連遺伝子の発現機能解析に関する研究」に参加され、将来の研究へ

の二次利用について同意された方 

4) 2027年 3月 31日までの間に名古屋大学医学部附属病院で乳腺の組織学的検査(針生

検、吸引式乳房組織生検)、あるいは乳癌の手術を受けられる予定の患者さん 

 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的：名古屋大学医学部附属病院において、過去に乳癌の手術を受けられた方あるい

はこれから検査または手術を受けられる方を対象とし、検査または手術で採取した組織と

カルテから抽出したデータを利用して、“がんの発生や進行に関与する可能性がある遺伝

子やタンパク質、腫瘍に浸潤している免疫細胞など”の量について解析を行うことで、こ

れらの遺伝子やタンパク質の乳癌における役割を明らかにし、乳癌の診断・治療に役立て

ることができないかについて検討することがこの研究の目的です。 

研究方法：名古屋大学医学部附属病院 乳腺・内分泌外科において、検査または手術で採取

した乳癌組織と周囲の正常乳腺組織あるいは血液、乳汁、のう胞の内容液、尿、体液などか

ら DNAや RNA、タンパク質を抽出し、目的とする遺伝子やタンパク質の量が、乳癌の性質や

予後と関連していないか調べます。また腫瘍の一部を国立がん研究センターに送付し、腫瘍

に浸潤しているがん細胞や免疫細胞の性質を網羅的に解析したり、名古屋大学トランスフ

ォーマティブ生命分子研究所分子構造センターでも代謝物の解析を行います。患者さんの

カルテ情報からは、年齢・家族歴・病理検査結果・術後の薬物療法内容・予後の項目を参照

します。乳腺の組織学的検査を予定されている患者さんが本研究に参加された場合は、検査

時に必用最小限の試料を追加で採取する可能性があります。本研究のために新たに検査を

追加したり、手術時に余分に組織を切除したりするなど，患者さんの負担となるようなこと

は行いません。集められた情報を解析し、目的とする遺伝子が乳癌の性質と関連するかどう

か、そして新たな診断法や治療法につながる可能性について検討します。 
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利益相反：利益相反(COI：Conflict of Interest) とは「主に経済的な利益関係によって公

正かつ適正な判断が歪め
ゆ が め

られてしまうこと、または、歪められているのではないかと疑われ

かねない事態」のことを指します。具体的には、製薬企業や医療機器メーカーから研究者へ

提供される謝金、研究費、サービス及び物品等、ならびに研究に関連する企業の株式の保有

等がこれに当たります。臨床研究の信頼性を確保するため、COIについては、透明性が確保

され、科学的な客観性を保証するように適正に管理されることが必要です。本研究は奨学寄

附金と呼ばれる企業などから授与された寄付金を研究資金として行われ、名古屋大学医学

部附属病院乳腺・内分泌外科は中外製薬、MSD、小野製薬、ギリアドサイエンス社、日本イ

ーライリリー、ノバルティスの実施する治験の受諾を受け、研究責任医師は中外製薬、ファ

イザー、アストラゼネカ、日本イーライリリーより講演料などの謝金を得ていますが、本研

究はこれらの企業に利害関係をもたらすものではなく、これらの企業関係者が、本研究の計

画・実施や結果解析に携わることは一切ありません。また、本研究は利益相反状態のない分

担者も含めて実施されます。 

研究期間：実施承認日～2027年 12月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 試料：検査または手術で採取された乳癌組織と、その周囲の正常乳腺組織 等 

情報：カルテ番号、病歴、病理検査結果、術後の薬物療法内容、予後 等 

 

４．外部への試料・情報の提供 

 共同研究機関である国立がん研究センターへの試料の提供は郵送で行います。 

同センターへのデータの提供は、パスワード設定されたポータブル HDDを送付することで

行います。なお、提供される情報は匿名化され、対応表は、当院の研究責任者が保管・管

理します。 

 

５．研究組織 

名古屋大学医学部附属病院 乳腺・内分泌外科 

名古屋大学大学院医学系研究科 病態外科学講座 乳腺・内分泌外科学・教授・増田慎三 

 

国立がん研究センター研究所・腫瘍免疫研究分野 

国立がん研究センター先端医療開発センター・免疫 TR分野 

研究責任者：分野長・西川博嘉 

 

名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所分子構造センター 

特任講師・三城恵美 
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研究協力機関：医療法人 藤渓会 加藤外科産婦人科乳腺クリニック 理事長 加藤雅道 

   

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

 照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先および研究責任者： 

  名古屋大学大学院医学系研究科 病態外科学講座 乳腺・内分泌外科学・教授・増田慎三  

住所 名古屋市昭和区鶴舞町 65 

 電話 052-744-2251 

 ファックス 052-744-2252 


